
「３」という数字には意味がある

御三家や三本柱，三人組に三国志…にと，２でもなく４でもなく「３」
というのがツボ。今回は四箇郷小学校の授業の在り方についてのお話です。

実 は 何 年 も 前 か
ら，県の教育委員会か
らも【授業の基本スタ
イルの確立】が言われ
ています。そこでは，
［すべての教員が『和
歌山の授業づくり基礎
・ 基 本 ３ か 条 』（ 見 通
し・言語活動・振り返
り）を授業実践の中で
徹底するなど，教員一
人一人の授業力の向上
に 努 め る ］ と あ り ，
当然それは学校の責任
として明記されている
のです。

北海道から沖縄ま
で，大都会から地方ま
でのすべての学校で同
じレベルの教育を提供
しなければならないの
が義務教育の目的。ゆ
えに都道府県によって
子どもの学力に大きく
差 が 出 る と 困 る の で
す。ローカルな話をす
ると，四箇郷と周りの
小学校とを比べて，も
っと言えば同じ学年の
隣のクラスと比べて大
きく差が出ていると困
るわけです。保護者の
方や地域の教育力をあ
れこれ言う前に，校長
を中心とした教員全員
が授業の在り方を今一度見直し，改善し，実践していかなければなりません。
その意味においても，県内の小学校でこの３か条をバイブルとして授業を進
めてきているのです。

来校された際，このような視点・観点で参観されることもまたよろしい
かと思います。考えることを楽しむお子様の姿を見ていただければ最高だと
思います。
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